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本研究の論調を大別すれば、アメリカ教育制度論と我閣の問題解決学習論に分類され、本研究はそ
れらを統合するものであり、本報告は、その終主主を整理したものである。
本研究の内容は、アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論を Sevice-L巴arningの視点から理
論的・実証的に検討したものである。そこで本研究の「学術性jと「独自性」とは、以下のように整
理できょう。
第一に、本研究の「学術性jは、学校運営の中心であるカリキュラム開発・経営が、如何なる学校
改善効果を持ち、学習効果をもたらすのかを命題に、教宥経営学と教育方法学とが棺互補完的に統合
する f学際的カリキュラム研究領域jの発展に貢献したことである。
に、本研究の「独自性jは、アメリカでの現地フィールドワーク(質的研究)及びサーベイ(量
的研究)を厳密に実施しており、カリキュラムの教育内容方法上の指導系列に (Integration)、その条
件整備のマネジメント系列に(Collaboration)の概念を分析基軸として対応させた研究方法論にある。
o.開題設定
本研究の基本的な自的は、カリキュラムマネジメント論を広義に捉え、学校運営・条件整備の読点から
の経営過程論と内容方法にまで及ぶ学習過程論を「融合的Jに統合する研究領域を発展させることであっ
た。その切り口として、アメリカのサービス・ラーニング (Service-Learning、以下 SL) に焦点を当てる
ことで、その「融合的Jなカリキュラムマネジメント論に有益な示唆を示すことにあった。カリキュラム
マネジメント論は、教育内容方法論 (Curriculum& Instruction)の立場からのカリキュラム開発論 (Cu泊四m
lum Development)が対象とする概念範綜が拡大し、組織システム運営 (Syst巴m Operation) レベルまで含
むマネジメント5命 (CuηiculumManagement)である。
よって本研究では、アメリカにおける SLカリキュラムマネジメントにおいて計闘 (Plan)・実施 (Do)・
評価 (See)の各々の PDSレベルが、学習者 (Students)の学び・人格的成長の視点も含む学校改善論(School
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Improvement)に如何にインパクトを与えるかを理論的に整理・検証していった。換言すれば、 SLカリキユ
ラムマネジメントにおいて学習過積との整合性を意識しながら、教育自擦を達成するために学習者の発達
に却した内容を捉え、それを組織化して目標に対応するカリキュラムマネジメント論が、教育内容方法上
の指導系列とそれを支える条件整備の経営活動との二系列において、 トータルなコンセプトであることの
理論的・実証整理を試みた研究である。
特に、!字主主で設定した3つの研究課題に対して、本論(第1章から第4 で論じている。この終章で
は、その3つの研究課題に対して、アメリカのSLにおけるカリキュラムマネジメントを研究対象におい
て、 f統合性JI協働性」の概念を持って分析し、本研究における総括とする。まず、その3つの研究課題
とは何か再確認をしておく。
第一に、我i習の教育経営学的なカリキュラム経営論の視点からみたカリキュラムマネジメント研究の最
大の課題は、カリキュラムの内容方法的系列と条件整{詩的系列の対応関係を明らかにすることであった。
しかし、そのカリキュラムマネジメント研究の論潮には、特定の教育課題・内容や、学習者(生徒)の教
育的効果の検証、更には学校とコミュニティーとの「協{効性jを十分には視野に入れてこなかった。そこ
で、本訴究の課題は、アメリカのカリキュラムマネジメント論を研究対象として、その課題意識を踏まえ
ながら、カリキュラムマネジメント論の全体的構造の新たなー断部を整理することであった。
第二の研究課題は、アメリカのカリキュラムマネジメント論の分析視点となる SLカリキュラム開発論
を明らかにする上で、その目標・内容・方法、そして「リフレクションjを中心とする評価論を整理する
ことであった。これは、本研究がカリキュラム開発の教育方法学的視点と教育経営学的視点との Ir.i~合的J
研究の性格を持つ故に、カリキュラムマネジメント論を分析対象としながらも、その分析視点としてのSL
論を体系化しておく必要があったことによる。
ーに、アメリカのカリキュラムマネジメント論における一つの特徴として、 SLカリキュラムの経営
主体に着目し、学校外組織のコミュニティーエージ、エンシーとのパートナーシップ論も取り上げた。この
1i}f究課題は、カリキュラムの経営主体を研究対象にすることによって、我田とは異なる形態を示すアメリ
カのカリキュラムマネジメント論を整理することにあった。その意味で、コミュニティー経営主体のSL
カ1)今ュラムマネジメント論における学校文化論を「内部的協働性jと「外部的協{効性Jから実証し、 「統
合性jと円高働性jを視症に据えたこ系列から成立する SLカリキュラムのマネジメントサイクル論にも
焦点を当てた。
本石汗究では前述の3点を研究課題と位置づけながら、記述の全体的理論構造に実証的な検討ーを加えて
いった。それは、アメリカのSLカリキュラムマネジメント論の理論的整理を行い、必要に応じて事例の
具体的態様を質的に解明し、そこから導かれた理論的フレームワークに対町、したサーベイ調査によって実
証を試みるものであった。
よって終寧では、これらの3つの研究課題に関して明らかになった研究成果と今後の研究課題を再整理
し、本研究の総括とする。
第 1節 ニ系列をつなぐカリキュラムマネジメント識の考察
本研究課題を論じる上での研究の全体構造図は、序章・図 1に示した通りである。
本研究では、単位学校において組織運営・条件整備と教育内容・方法論との両側面を f融合」するカリ
キュラムマネジメントは、第一に、カリキュラム PDS過程から改義・計画過程へとフィードパックする
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全経営過程を動態性・発展性のカリキュラム論として把握されている。第二に、学校内外の諸条件を整備
することによって生徒の教育効果を高めるために組織改善をする経営活動という意味で、カリキュラムマ
ネジメント論を中核に据えることが学校改善論に一定の有効性を持っと結論付けることができた。
関連の代表的な閣内研究では、カリキュラム PDSサイクルで動接的経営をする規点が確立されている。
カリキュラムの条件整傍系列において、「協働性J(Collaboration)の視点から協働的体制 (Collabor・ateStruc-
ture)と学校文化 (SchoolCulture)の相互関係と、カリキュラムの内容方法系列を「連関性J(Relevance) 
の視点から整理し、それらを規定する諸要因と特色を検討した。そして、それらの二系列が教育目擦を達
成する学校改善の促進要因であるとしている。しかし、既述の通り器内研究では、特定の教育課題・内容
や、学習者(生徒)の教育的効果の検証、更には学校とコミュニティーとの f協働性J等の側面において、
十分な整理が行き届いているとは替えず、そこに必然的な研-究上の限界点を持っていたと総括できょう。
こうした閣内の硫究状況に示唆を得る意味で、本研究ではアメリカのカリキュラムマネジメントの研究
を、とりわけ SLカリキュラムを分析視点に設定し論じてきた。アメリカで‘も、カリキュラムを隠発し経
していくことが学校改善の鍵になると論じられるが、第 I章第 l能の先行冊究で総括したように、条件
整備の観点を副次的に含み込む論調がある。また、カリキュラムの経営論を中核に据えて学校改善を図る
意味で、特定の教育課題や学習効果の検証まで及ぶカリキュラムマネジメント論は、体系的な理論的構築
がなされているとはいい難い。アメリカにおけるカリキュラムのマネジメントの側爵は、カリキュラム開
発論の経営的要素としての位置づけはあるが、この分野に特化した理論の構築はほとんど例を見なかっ
た。
よって、本研究における SLカリキュラムマネジメント講造図では、「カリキュラムの開発・経営論を
中核に据えることが、学校システムの改善過桂に如何なる有効性を持つのか、如何なる教育効果を上げる
のか」を中心課題に、内容方法的な系列に「統合性jを対応させ、その経営的な条件整備系列を「協働性j
の視点から整理した。この「統合性Jと「協働性」を規座に据えた二系列がSLカリキュラムを創り、動
かし、そのカリキュラムを中核に据えることで、学校改善をしていくことを構造化したものである。更に、
この SLカリキュラムマネジメントが学校改善を成し、その派生効果としてコミュニティー貢献活動(サー
ビス活動)を過したコミュニティーへの改善効果もあるとした。
SLの授業構成要素は「教科内容・スキルJIコミュニティーのニーズJI生徒の興味関心jの三国子か
ら構成され、 SL授業と「リフレクションjとの「統合性jが重要であった。 SLカリキュラムマネジメン
トのアウトプットとしての教育効果には、 SL教育目標の達成があげられ、それが生徒の成長にとって有
益であったとする事例や量的調査も検討できた。そして、その具体的項目は、市民性の育成・人格教育の
充実・アカデミック内容の習得、これに加えて問題解決等の諸能力の伸長とした。
また、この全体構造閣は、カリキュラムマネジメントがコミュニティーからのサポートによって経営基
盤を形成することを示している。このことは、特にアメリカの SLに特鍛的なことであり、 NPO等の CA
がカリキュラムマネジメントの経営主体になる;場合もある。これは、第4章の調査でも明らかになったよ
うに学校組織と CA組織のパートナーシップである「外部的協働性jと、これを補完する学校組織内の f内
部的協f効性jによって構成され、このこつの因子の関係性が学校改善の重要由子となった。
以上のように「統合性jと「協働性」を読躍に据えた二系列の「融合Jによるカリキュラムマネジメン
ト識を構築する際に、 SLカリキュラムを分析視点に設定し、本研究の全体性を通して理論的・実践的態
様を分析できたと考える。
次に、 SLからみるカリキュラムマネジメント論のニ系列の「融合性」について河-考し、その特徴を以
下の2点に整理した。
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に、この問題意識を明らかにするために、アメリカのカリキュラムマネジメント論の先行研究を総
括した上で、最も体系的に整理されているイングリッシュ (English)によるカリキュラムマネジメント
のシステム的な構成要素論について論じた。
ただし、イングリッシュは、カリキュラムマネジメントの概念を3受理し、その解明を試みた冊究分野を
確立しているが、これは基本的にカリキュラム行政論としての色彩が強く、単柱学校改善・コミュニティー
改善におけるカリキュラム開発論の内容方法論に及ぶ実践の態様・評舗の実態等には研究の残余部分が
あっt.:o また同時に、そのカリキュラム開発の不可提的な要因として多大な影響を持つ学校文化論につい
ては、研究的限界があった。
そこで、 SL研究者フレッチとの共同研究によって、 CMAスタンダ…ドと SLカリキュラム開発論の指
導系列とを統合的に整理したことは、ニ系列「融合性jの観点からカリキュラムマネジメント論を把握し、
それを核に据える学校改善明究にとって一定の有効性があったと震える。
具体的には、学校内外の諸条件の「鵠働性Jによって教育効果を高めるために、組織改善を念頭に置い
た学校改葬論との関係性において、特にマネジメントサイクルに集点をさ出てて，学校システム改善に有効
なスタンダード論を示唆した。本研究での独創的なスタンダード論が、研究課題であるこ系弼を「融合J
するカリキュラムマネジメント論の必然的な考察となり、本研究の成果のーっと捉えている。
第二に、アメリカのカリキュラムマネジメントのー断面を更に明らかにしていく過程で、学校改善・地
域社会改善論の視点まで含むヘンダーソン (Henderson)の変革的カリキュラムリーダーシップ論 (Trans但
formative Curriculum Leadership)から重要な示唆を得た。
へンダーソンは、そのカリキュラム開発における変革的デザイン・プランニング、変革的授業論の具現
化の方策として SLを例示している。このことは却ち、カリキュラム開発による学校・コミュニティー改
まで視野に入れたカリキュラムマネジメント論の分析視点に、 SLカリキュラムを設定する理論的根拠
を意味している。特に、 SLの視点から見た変革的教予言論の目標論には、民主社会の実現を意図した市民
教育論 (CitizenshipEducation)が理論的土壌となっており、そのカリキュラムマネジメントの経営主体が
学校ばかりでなくコミュニティーにも実存すると論じたことが注告に値する。
よって、これら 2点に障する硯究上の意義は、「融合的jな硯究の位置づけから、生徒の発達に却した
教育内容・方法論を踏まえながら、経営的諸条件を組織化し動態化する経営活動としてのカリキュラムマ
ネジメントの理論構造を整理することにあった。特に、広義の意味で、のカリキュラムマネジメントの理論
講造の全体像を描くことは、未開拓な分野だけに関難な側面も指摘されようが、本研究では、 SLを切り
口に設定することでカリキュラムマネジメント論の全体像のー断固を整理した。その研究の方法論によ
り、教育内容・方法学的なカリキュラム研究論と教育経営学的なマネジメント論との f融合的j研究を試
みた点に、教育学上の一定の意義があったと考えている。
本所究では、特に、変革的カリキュラムリーダーシップ論において、 SLを中心核とした向心円理論に
恭づきながらカリキュラムマネジメント論の構成要素について論考し、その全体的な構造を整理した。ま
た、カリキュラム開発論の条件整備論を抽出し、「協働性jの概念を分析視点に設定しながら f内部的協
f効性Jとしての学校文化論、「外部的1初動性Jとしての学校とコミュニティー論の関係議等を通して、ア
メリカのカリキュラムマネジメント論の一新閣をサーベイ擁査によって実証した。
そして、このことが、 SLカリキュラムマネジメント論の経営過程PDSからフィードパックしてシステ
ム改善へと帰結するカリキュラムマネジメントの全経営過程を、連続性のあるカリキュラム開発・経営論
と捉え、それが学校改善に如何にインパクトを与えるかを整理した。
本研究では、イングリッシュのカリキュラムマネジメントサイクル論やへンダーソンの変革的カリキュ
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ラムリーダーシップ論、とりわけ SLを核とした伺心円理論に基づきながらカリキュラムマネジメント論
の構成要素について理論的枠組を構築し仮説を設定した。これに対応して、本研究では第3章で事例を交
えながら検討したよで、第4主主でサーベイ調査による実誌を実施した。
以上のことから、本研究は fカリキュラムの開発・経営論を中核に揖えることが、学校システムの改善
過程に如何なる有効性を持つのか、如何なる教育効果を上げるのか。Jという訴究課題に関して理論的・
実証的に検証し、アメリカにおける SLカリキュラムマネジメント論の全体像のー断面の整理を行った。
そしてこれにより、カリキュラムマネジメントとはカリキュラムの開発・経営に関わる二系列の「融合的J
なコンセプトであることが明らかになったと理解でき、よって、本研究は、我閣の教育課程経営論の発展
に寄与するものと位置づけられよう。
第2節 カリキュラムマネジメント識の分析視点の考察
-8しによるカリキュラムの内容方法的規，q菌…
本研究の第二の目的と意義は、次の通りであった。
SLカリキュラムの際発目標・内容・方法、そして評髄論を理論的・実証的に検証することも重視した。
それは、本研究がカリキュラム跨発の教育内容方法的視点と教育経営的視点との「融合的」研究の性格を
持つ故に、カリキュラムマネジメント論を研究対象としながらも、その分析視点としての SLカリキュラ
ム論を明らかにしておく必要があったからである。
このことは、アメリカのカリキュラムマネジメント論の全体講造を整理する上で、 SLを分析調点とし
て設定したことが、カリキュラムマネジメントのー断面図を論じるための研究方法論として有効であると
判断できたことによる。例えるならば、カリキュラムマネジメントが研究対象(果物)であり、 SLカリ
キュラムを分析視点(ナイフ)として「切り口Jを入れることによって、そのー断面を理論的・実証的に
検証する方法論であると換書できるのではなかろうか。
これも即ち、「統合性jと円高{効性jを視座に据えた二系列をつなぐカリキュラムマネジメント論を考
察することが、特定の内容・領域に特イとしたカリキュラムの組織経営論的な態様を、カリキュラムの内容
方法論を含んで具体的に論じる萌究的手法として位置付けられるoSLの実態を通したアメリカのカリキュ
ラムマネジメント論を把握する上で学問的示唆を得ることができ、我閣のカリキュラムマネジメント論の
将来的発展にとっても提案性がある。
そこで、
着目した。
に、 SLの教育日探論を考察する留意点として、学校改善論のアウトプットとの関係性に
これまで、我国の教育経営学の範鴎では、学校改善論においても教育行政・学校の組織論や組織構成員
(行政官・管現職・教職員等)に焦点をあてた研究が主誌を占め、例え経営的アウトプットに生徒のパ
フォ…マンスを研究的視野に含みこんでも、「学力テスト」的な数値論に終始してしまう傾向があった。
このことからカリキュラム論を中心に据える学校改善論を批判的に検討すれば、カリキュラムの PDS過
程において、そのカリキュラム呂擦を反映する授業方法論が如何なる実態で実施され、それを条件整備・
支援する組織経営論がどのように機能し、その結果として学習者(生徒)が、カリキュラム(教育)日
論に合致したかたちで知的・人格的にどのような成長そ遂げたのか、積極的な変容があったのか、学校改
善論のアウトプットの態様を具体的に論じる視点は弱かったと言えよう。
つまり、学校改善論の観点から、究極的な学校組織の存在意義は、生徒の知的・人間的成長の教育機関
であることが最重要項目である。そのためにカリキュラムを開発・経営するカリキュラムマネジメントで
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は、一定の学校教育自擦の具現化が生徒の姿を通して検証されるべきものであり、真の意味での学校改善
論とは、アウトプットとしての教育自擦論に合致した「求める生徒像」が重要である。
そこで第一に、第2寧で論じたように SLの教育自標論は、①政治的領域 (Political domain)②道徳的
領域(担oraldomain)③知的領域 (Intellectualdomain)に分類した。これらに対応した具体的項目を分類
すれば、①コミュニティーへの貢献・社会的責任の学習、②協調性の育成・セルフエスティームの強化、
③際題解決能力の育成・テクノロジー/ライテイング/コミュニケーションスキルの習得・教科内容/ス
キルの応用力・意志決定/批判的思考力/正当な判新カ/学習動機の高まり/等となり、市民教育論・人
格教育論 (Charact巴rEducation)に関するこれらの項目が、 SLの教育目標となることが検証された。
その市民教育論が目指すものは、社会的認識を形成する知識や概念などを獲得することを前提としなが
らも、社会参加や知的な意志、決定の能力、社会的「価髄観」や実践的態震の育成であり、民主主義社会で
の権利と責任についての知識・技能と価値・態度を育成することであろう。つまり、その意味でSLは、
市民教育論にとって存効な教育実践であると認知することができると言えよう。
よって、以上のような SLの教育目標論は部ち、 SLのカリキュラムマネジメントによる学校改善論に
おいて、生徒の人的・学的成長と言う意味でのアウトプットとして把握することができ、このこともカリ
キュラムの開発論と経営論との二系列を f融合jするカリキュラムマネジメント議を生成することになる
と考察できる。
に、 SLカリキュラムの開発方法論では、典型的なケースを取り上げながら、「統合性JliZh働性j
の概念をキーワードにして検討を加えたが、特に第2主主の SL実践例の検討では統合カリキュラム論の視
点から主として「統合性Jの概念を活用した。これは、 SLによるカリキュラムマネジメント論の内容方
法的系列を、より具体的に把握するためであり、結果的には我田のカリキュラムマネジメント論にとって
も提案性があると言えよう。
これまで論じたように， SLとは、サービス的体験活動をコアに探えて教科内容の基礎基本との「統合
性jを図りながらい、教科的内容・スキルの習得とその学習過程において培う問題解決能力や意思決定等
の学習能力を伸長し、人格的成長も期待できるカリキュラム・授業論である。
我国でも「総合的な学習の時間jをめぐる議論の一つに、教科の基礎基本との「統合性」の課題があり、
その体験的活動と教科内容・スキルを「統合jするカリキュラム筒発の理論的構築と実践の検証が必要と
されている。 SLが我田の「総合的な学習の時間jに類似することから、こうした緊急、性を要する教育課
題に示唆を得る意味でも、アメリカの統合カリキュラム論の海流に位霊付く SLは注目に値するであろ
つ。
例えば、これをより具体的に検証するために、ドレイクの統合カリキュラム論からみる SLカリキュラ
ム開発の事例として、 WAナトlのGF高校を取り上げた。これは、 TDICを理論的背景に据えた統合カリキュ
ラムであり、学習者の人生観と社会的ニーズを統合することでコミュニティーへの参翻を留り市民性を形
成する。つまり、生徒の実生活やコミュニティーの課題を産視することで陪題解決的に学習活動を進める
カリキュラムでもあり、アカデミック教科と職業的教科とをリンクし、「輿味関心JI必要性JIEALRJ 
の3要素の「統合」で構成されている。
また、 GF高校における TDICタイプの SL実践では、中心テーマをコアに位霞付け、教科桔互の関係性
が自然なかたちでそれに「統合j しているところである。
その TDICにおけるf統合」とは、サーピステーマを中心に学習スキル・学習ストラテジ一等のIEALRJ
が、生徒の帰属する現実世界(生活背景)の意味・文販とそこから派生する生徒自身の「興味関心J.積
椋的学習態度等とが欝連することである。これに加えて、コミュニティーに横たわる社会的課題などに関
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(盗)
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連する「必要性Jを生徒が積極的に自覚化・明確化することと「統合jし、サービス活動を通して直接体
験的な学習を展開していくことを基本的アプローチにしている。
また、 WAナ1'のアプライドラーニングを援用した SLカリキュラム論も、教科，的要素を「統合Jし、そ
の典型的事例として LIS校の「イスラム教提救済JSLを検訴した。これは、市民教育論から人格教育論
まで見据えた SLカリキュラムの教育目標論を典型的に実現化した実践であったが、このことからもカリ
キュラムマネジメント論のアウトプット論には「目指す生徒像jが必要であり、その成長・変容を具体的
に考察することができた。
以上のように SLカリキュラム開発の方法論では、統合カリキュラム論を理論的枠組みに設定し、必然
的な幾つかの実践例を検討し、 SLカリキュラム開発の典型的態様の一端を明らかにした。この視点から
述べれば、アメリカの SLはサービス体験活動と教科内容との統合カリキュラムであり、我国で盛んな「教
科の基礎基本と体験性との統合Jの重要課題に対しでも、示唆に富む研究として注自されることであろう。
コに、 SLカリキュラムの評価論の観点から、 iI}フレクションJとSL授業講成田子との関係性につ
いて理論的枠組みを構築し、サーベイ調査による実証を試みた。それは、第2章では SLのカリキュラム
開発目標論・開発方法論について事例検討を中心に整理を進めてきたが、 SLカリキュラムの構成要素で
ある評舗の規点を含んだ「リフレクションjについて理論的整理を行い、 SL授業講成因子との関係性を
明らかにする必要性による。
その調査研究で明らかになったことは、最初に、 SLの授業構成悶子が、 f教科要件・内容Jiコミュニ
ティーのニ…ズJi生徒の主体性・興味関心」の3因子から構成されること、次に、 3因子から構成され
るSLは、 fリフレクションjの実施と緊密な関係を有していること、最後に、 SLの教育目標論が、市民
教育・人格教育・教科内容/スキルの習得等であることであった。
つまり、 fリフレクションJは、学習論としての生徒の「振り返りJ(自己評価・相互評価・他者評価)
の視点を含みながらも、カリキュラム評値の課題に内包される重要な検討事項であった。 SLの「リフレ
クションJは、生徒自身がサーピス体験を振り返り、体験前後の髄値観・知識の変容を再ー考し、既習事項
を将来的に発展・応用できるものとする。
コミュニティーでのサービス体験によって感得した肯定的価位観が、学習者である生徒において内在化
し、セルフエステイ…ムを伴う人格的成長に役立つものとなり、教科的学習内容も「生きて働く知識Jと
なり得ると生徒に自覚させるためには、「リフレクションJの来たす役割が極めて大きいと蓄える。よっ
て、 SLの fリフレクションJの研究は、我田の総合的学習ばかりではなく、各教科での「指導と評髄の
一体イ七Jに関する授業研究においても、上述の有意義な示唆を含むものであると考えられる。
以上のことから、アメリカの SLは、様々な経営的条件の棺違があることを前提としながらも、我器の
自主的なカリキュラム編成が可能な教科・領域、例えば総合的学習・特加活動・道徳等の授業・カリキュ
ラム研究分野において、以下のような示唆を含んでいると理解できる。
まずSLは、サービス活動に有効な[教科要件・内苓Jを活用する学習形態をとり、統合カリキュラム
論の理論的患潮に位霊付き、単なるイベントに終始することなく、教科の基礎基本と体験活動を統合し、
f知識と体験性jを重視する。このことは即ち、「活動あって学びなし」と紙調になり始めた我閣の総合
的学習等の教育的動向に照らし合わせるとき、「知識と体験性の統合論jにとって有効な示唆を含んでい
ると言えるのではなかろうか。
また、 SLの fリフレクションJをカリキュラムの評価論として位置付けるとき、学習者である生徒の
人的・学的成長が生徒自身に内在化・自覚化されることとなり、カリキュラムマネジメント評価論を体系
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化する学校改善論のアウトプットの一環として理解できる。更には、 SLカリキュラムはコミュニティー
貢献サービスを基本的活動としていることから、 r1)フレクションJを活かした学校組織の教育的実践が
コミュニテイ にまで及ぶことになり、これも広義の意味での学校改善論のアウトプットのーっとし
て考察できる。
つまり、これらの示唆を含みながら、本研究の第二の意義は、アメリカで普及した SLを切り口に、 SL
におけるカリキュラムマネジメント論の理論的全体像を踏まえて、理論的・実証的にその一新面を検証し
ていくことであった。アメリカのカリキュラムマネジメント論が学校改善論・地域社会改善論に如何なる
有効性を持ちえるのかという研究課題の解明のために、学習者である生徒にとって教育効果を上げる SL
カリキュラム隠発を論じてきた。 SLが如何なる日擦を持ち、如何なる内容・方法論でそれを達成・評価
できるのかを理論的に整理したことは、体験的学習と教科内容スキルの統合性を意図したカリキュラム開
発論研究の立場から、教育方法学的な内容方法論の系列からも知見を得られ、その意味でも研究との意義
があると言えよう。
第3鮪 アメリカのSしカリキュラムマネジメント論に関する考察
ーカリキュラムの経営的指点、からの考察ー
本所究において、第三の研究目的と意義を以下のように整理した。
我国では、これまで構築された教育課程経営論に学校文化論を組み込んだカリキュラムマネジメントが
論じられてきたが、そのカリキュラムの経営主体を主として単位学校に限定する傾向がある。一方、アメ
リカにおけるカリキュラムマネジメント論は、特に SLに着目すれば、 NPO(Nonprofit Organization)やNGO
(NorトGovemmentalOrganization)などを含むコミュニティーエ…ジェンシー (CommunityAgency)がカ
リキュラムの経営主体になるケースもある。アメリカの場合は、そのカリキュラム開発の不可視的な要国
として多大な影響を及ぼす学校文化・プロフェッショナル文化論 (r内部的協{効性J) を含みながら、その
経営主体がCAにある場合もあり、我国とは異なるカリキュラムマネジメントの態様を示す。また、その
態様を典型的に分析する上で、SLはコミュニティー貢献を教育自標論に据えるだけに有効な視点となり、
学校外組織との「協働性Jを規野に入れた地域教育経営論的な観点も、アメリカのカリキュラムマネジメ
ント論を構築する上で重要な分析視点になり得た。
本研究がアメリカのカ 1)キュラムマネジメント論を対象とすることは、我田のカリキュラムマネジメン
ト論の残余部分に問題意識を持ち、その一端を明らかにすることで我図的なカリキュラムマネジメント論
に対しでも一定の意義を持つものであると理解できる。
よって、そのカリキュラムマネジメント論の残余部分に関する第三の目的は、学校文化論から見る f内
部的協働性Jを整理することは必然的であるが、 SLカリキュラムに特化した学校外組織とのパートナー
シップ論(Partnership)を車り上げ、 f外部的協働性」とその補完関係について論じることであった。また、
学校とコミュニティーの「協働化」や、そのカリキュラムの経営主体を研究対象にすることによって、
校教育経営論と地域教育経営論の接点を採り、アメリカでは典型的なカリキュラムマネジメント論を整理
することでもあった。
コミュニティーを主体とした SLは、コミュニティーと学校を f協{動化jすることによって、生徒の学
習経験がコミュニティーの必要性に適合し、コミュニティーの一員として市民性も学ぶものとなる。とり
わけアメリカにおける SLは、連邦政府、州、地方自治体、更には CAとの「協傍u1tJによって学校教育・
アメリカのカリキュラムマネジメントの石景究 (il)
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社会教育の双方の分野で推進されている。社会貢献活動とカリキュラムとを統合する SLでは、 CAと
校とのパートナーシップ論を軸に社会的ニーズに対応するプログラムが開発されていった。
翻って我国では、近年、ボ、ランテイア教育への注目度が高まり、それは学校教育の立場から総合的学習
の一分野として認識され主義々盛んになり始めている。また、周知の通りアメリカでもボランティア活動は、
社会教育の立場からも青少年 (youth)の社会参画の方法論として全米的に取り組まれている。青少年の
社会参画に関する概念と具体的方策において、青少年がコミュニティーの主体的に関わり一市民としての
役割を学習していく方法論が、多犠なかたちで展開され、 SLもその一形態として注目されている。
その意味でも第三の目的に関わる方法論として、アメリカで社会的にも既に浸透している SLを寂り上
げ、特にその新たな教育改革的動向にインパクトを与える CA主体のカリキュラムマネジメント論、とり
わけCAと学校とのパートナーシップ論を「外部的協働性」と概念規定しサ…ベイ調査により実証した。
間様に「内部的協{動性」においても、教師聞での革新性・同僚性を向上させるプロフェッショナル文化
を醸成する学校改善論の観点から、 f校長のリーダーシップJI組織的受容註jと「職業的開発Jにも
の考察を加え、これもサ…ベイ謡査によって実証した。
こうした第三の誹究上の意義は、「内部的協働性jに加えて、 f外部的諮J働性jの視点からも考察可能な
CA主体の SLカリキュラムマネジメント論を整理することで、我聞の単位学校内に限定される傾向があ
る教育課程経営論の発展にとっても一定の示唆を得ることができる。また、カリキュラムマネジメント論
を軸として、カリキュラムの経営過積論と教授・学習過程論の「融合j的領域を念頭に霞き、その経営主
体の比重を競み、学校教育経営論と地域教育経営論を総括する研究領域の発展にも示唆が得られると考え
られ、以上の研究目的も本研究の意義の一つであった。
以上の目的・研究意義に対応して、本研究の第4主主で示した「内部的協働性jと「外部的協働性J因子
が抽出されたが、その相互補完関係を前提にして学校改善に有効であると示された。特に、学校組織と CA
組織がパ…トナ…シップを「協働化」してカリキュラムの経営主体となり、カリキュラムマネジメントの
一構成要国となる「外部的協働性Jは、アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論の構築にとって重
要な観点である。換言すれば、アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論は、学校組織と CA組織と
の相互作用・パートナーシップによって講築できるので、 SLカリキュラムマネジメントの場合は、一段
と学校改善に有効であると整理できょう。
また、その「外部的協働性jを支援し補完する「内部的協働性」もカ 1)キュラムの経営に大きな影響の
ある因子であった。これは主として学校文化論・プロフェッショナル文化論によるが、その文化論は、組
織の解放性、参加、責任、意見反映、ケアリング、役割分担等に影響を受け、カリキュラム開発上の重要
な要素に成り得る。また、学校文化はその学校を含むコミュニティーの文化・価値基準にも多大な影響を
受けるのであり、政治的要因・社会的要国等も挙げることができる。その意味で、第4章において「内部
的協働性jの因子が碍られ、 f外部的協働性」と同程度以上に SLによる学校改善に有効性を持ったこと
は、我閣のカリキュラムマネジメントの論調と間様な意義を持つと解釈できる。
例えば、 CA組織が主体となってカリキュラム計画段階に関与する場合、学校内部が陪鎖的になってし
まえばカリキュラムの質を低下させることになる。学校組織限定のカリキュラム開発の発想、に限定される
ことなく、学校とコミュニティーが相互主体となって学校・コミュニティーを改善し、その具体的手段と
してカリキュラムに地域性を反映させていく。そこで、鍵を握るのが学校組織構成員の「内部的1初動性J
との関係性であり、「外部的協{効性jとの補完関係がクローズアップされた。
これに障して第1章1鯖の先行研究の総括でも論じたように、単位学校組織は、エコロジー観に基づき
学校内外部の境界線を越境した外部環境(コミュニティー)に対する適応と進化の過程において、学校改
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普Aの問題解決性を志向するものであり、その学校改善の有効な具体的方策としてカリキュラムマネジメン
トを中心核に据えることが1可能であると整理した。
現在のコミュニティー改善に関わるカリキュラム開発のニーズは、増加の一方である。開えば、ホーム
レス・銃管理・ドラッグ・暴力・ティーン母親・ゲイの権利保撞・グローパル開題・パイリンガル教育・
非行の低年齢化等が挙げられる。特にアメリカでは、特定の際心分野の間体がNPO等を組織化して当該
教育分野を支援する活動が盛んであり、その社会的状況に留意してカリキュラム政策が検討されることが
求められる。そこでは、カリキュラム開発の質的向上を自指して、コミュニティーの関心事と学校カリキュ
ラムの整合性を構築するかたちで、カリキュラムマネジメントを運営することも必要となるであろう。特
にSLカリキュラムの開発・経営において、 CA紐織は f外部的協働性Jの視点から、カリキュラム開発
に参顧することが可能であり、カリキュラム開発過桂においてカリキュラムが学習者である生徒・青少年
にどのようなインパクトをもたらすものであるのか、カリキュラムの条件整備にどのような支援が可能か
を鑑みながら、学校と CAとの相宜玉体のパートナーシップ関係を構築してカリキュラムのマネジメント
に関与していく。
そして、本来のカリキュラム主体者である学校組織が、「内部的協働性」をベースとした学校文化を、
カリキュラムマネジメント論を機能する楳介要関として位霞付けることが重要であり、この観点は常に念
頭においておく必要がある川。
以上のように、アメリカにおけるカリキュラムマネジメントは、学校組織主体からみる視点と CA主体
からみる視点との相互作用的ベクトルによって犠築できるものである。特に本研究では、そのことが呉現
化される額向にある SLカリキュラムに焦点を当てて、そのカリキュラムマネジメントの経営的側面であ
る内外的な f協働性Jについて理論的に整理し、サーベイ調査により実証的に明らかにした。
よって、本研究から得られた知見が、我閣でも近年盛んに論じられるカリキュラムマネジメント論の発
展にとって、とりわけ我閣の学校主体に限定されたカリキュラムマネジメント論を対象にするとき、より
の研究上の価値を持つものと考えられる。
第4箭研究上の今後の課題
以上、これまで論じてきたように、冊究目的の3点に対応するかたちで本研究の成果が得られたと
ょうが、今後の研究上の課題としては、更に、教育方法学的な授業研究論と教育経営学的な学校改善論を
対応させる f融合的」な研究領域を、カリキュラム研究に焦点を当てて発展させていくことであろう。本
研究は、そうした論調に位置付く基礎的研究の一環であり、今後もこうした学捺性を持つ「融合的J研究
領域は桟自を浴びることであろう。
例えば、それに該当する代表的研究の一つが、学際性を持つカリキュラムマネジメント論であり、この
研究は「融合的j領域の発展性を期待できるものである。如何なる学校改善の条件下でカリキュラム間発
をすれば、生徒の教科的学習や主体性・社会性等の人格形成にとって学習効果が上がるのかを研究課題
に、その理論枠組がより精綾イとされ、質的・量的な実証的研究が進められていく必要性がある。
特に、本研究では、学校運営・条件整備の視点から経営過程論と内容方法にまで及ぶ学習過桂論を統合
する研究領域を発畏する上で、 SLカリキュラムのマネジメントサイクル論を整理した。しかし、これだ
けでは「斡合的j暁究の観点から十分とは蓄えず、まずは方法内容面に焦点化した具体的で精級化した実
践分析が必要となる。そこで本研究は、 SLカリキュラムを分析視点に据えて焦点化してきたものの、学
習者の具体的な f学びの実態Jを如何なる方法論で対象化していくのかが、今後の研究上の検討課題であ
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る。このことは、「カリキュラムマネジメントによる学校改善」の理論的構造を構築する研究動向におい
て、アウトプットとしての生徒のパフォーマンスを分析する必要があり、方法内容系列からみるカリキュ
ラムマネジメントの側面を理論的に発展できるものと期持できる九
また、 SLカリキュラムは、日米の教育経営条件の違いこそあれ、我国の総合的学習と比較した場合に
も、特に「統合性Jに着目すれば示唆を得る要素が多いと言える。例えば、学習(知識)と現実世界(体
験)との「統合性」、統合カリキュラムによる「転移する学力JI発展的知識」、体験的・奉仕的活動によ
る地域・他者貢献を通した自己成長・市民性の発達、「リフレクション」と統合する学習効果論等があげ
られ、総じてカリキュラム開発・経常による学校改善論にも注目できる{針。
つまり、これらのキーワードの視点からの SLカリキュラム開発・経営に関する発展的研究が、翻って
我閣の総合的学習(内容方法と条件整備等を含むカリキュラムマネジメント)の研究にとっても一定の意
義があると考えられる。
同様に、円高働性」を視座に据えたカリキュラム運営の経営的系列から、学校教育の中心活動は授業(教
授一学習)であり、そのカリキュラム経営を中心に学校改善を論じるとする立場からは、第一に「内部的
協{動性jに関する組織文化・カリキュラム文化・教師文化等を含む学校文化論の精綾化が求められよう。
に、「外部的協働性」に関して、カリキュラム経営の支譲f本制としてのカ I}キュラムコーデイネーター
論や、 CAと学校組織とのカリキュラム経営主体に関わる研究課題も挙げることができる。
その「統合性Jと「協働性jを調座に据えた二系列を深化拡充する研究上の方法論としては、これまで
も数由実施してきたが、現地学校でのフィールドワークを充実させ、学校長・教舗のインタビューはもと
より、授業実践場面でのディスコース分析等の「質的研究Jデータが、これまで以上に重要になると言え
よう。また、その「質的研究jの成果を踏まえて、本研a究の序章・図 1で示した理論的枠組みを再:t14'築し、
これに対応するかたちで、サーベイ調査等の f最的研究」を継続することも必要であると考えている。
以上、終主主で、総括したように、本研究の「アメリカにおけるカリキュラムマネジメントの研究 -Service司
L巴amingの視点から…jは、序章で整理した研究自的の3点に対応する理論的・実証的研究であった。本
研究は、方法内容酉と条件整備面とを対応させる同I合的Jな研究領域を発展させる意味での研究課題を
念頭に置き、アメリカにおけるカリキュラムマネジメントの理論的構造の一断面を解明・発展する礎と位
置付けられ、その方法論に SLカリキュラムを分析視点に設定した。
よって、本研究の問題意義・方法論・研究的意義が、延いては我国のカリキュラムマネジメント論の将
来的展開にも寄与する位翠付けとなるように、我屈の教育実践への援用も含めて、今後も本研究を継続発
展していきたいと考えている。
終意・注
(1) f也にも、 SLとカリキュラムコーデイネーターの役割から SL支援のシステム論の一端を明らかにした。次に SLカリキュ
ラムの予算執行について、 SLカリキュラムをデザインする|努に、十分な予算的支援はあるのか、主としてどのような予
算確保を実施しているのかについて椀資分析を加えた。そして、 SL実施上の危機管理問題等も整理しておかなければな
らない重要課題であった。
(2) SLの実施において、いくつかの課題も指摘できる。第2章で論じたように、 SLは法ifJjiとを{宇い全米で注日を浴びでは
いるが、 i筆致実施上の課題も指摘されている。例えばハイスクール卒業要件として SLが認定される州もあり、生徒の
主体性喪失を銭み、何をもって三主体的な奉仕活動と見なすのか批判的な論調もある。また、 SLの法刻化の背景には、政
治的動向も見逃すことはできず、川、さな政府」による予算削減の窓、惑が見え隠れするとも受け取れる。このような批判
的側面も指摘できるが、現在のアメリカにおいて SLはこれまで以上に浸透し始めていることは事笑である。これは、
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アメリカ社会が伝統的に継承してきたボランタリズムとの関係性も含めて、融合的な統合カリキュラムや経験主義的な
教育観のi毅流の中で、今後も主主々発展していくものと考えられる。
(3) SLカリキュラム開発・経営を研究対象にして示唆を得ることは、狭義には我留の総合的学習・社会奉仕的活動の観点か
ら注目され始めた SL研究自体と、広義には f指導と評価の一体化Jに関する授業研究論等にとって、今後も研究上の
鏑僚を持つものである。
Q:査読論文(全隈専門学会紀要等)
1. 2006若手5月 倉本哲男 米関のサーピス・ラーニングに関するカリキュラムマネジメントの一考察 ~学校とコミュニ
ティーとの「協働性J を中心に~ I日本教育経営学会紀要JB本教育経営学会 第48巻 pp.52-67.
2. 2005年3月 倉本哲努 サーピスラーニング (Service-Lear百ing)の授業構成閃子に隠する研究 リフレクション (Re-
flection) との関係七iに務8して f教育方法学研究J第30巻 日本教育方法学会 pp.25-36. 
3. 2004年4丹 念本営男 米図のサービスラーニングにおける市民教育論に隠する研究 ~ Iアプライド・ラーニングj
および「人格教育j に関する実践分析を通して~ I公民数育研究j 第11号 日本公民教育学会 pp.1-15.
4. 2003年5月 念本fS男 アメリカのカリキユラムマネジメントに関する研究 ~F. Englishのマネジメントサイクル論を
仁中ド心心、に~ Ir臼1本数干稔詰
5. 20∞Oω2年1ぬO月 倉ヨ本iド立哲5努号 サ一ピスラ一ニンクグ、カリキユラム!隠渇発の型潔2論と5笑足E践実のi検倹討 ~1隠z海岸の SL ケ一スの云蕊2的. fJ: 
的分析を恥L、に~ Iアメリカ教育学会研究紀姿J第13号 アメリカ教育学会 pp.12-22. 
6. 2002年3丹 念本哲男 サービスラーニングにおける統合カリキュラムの検討 ードレイクの統合カリキュラム論によ
る実践例の分析 Iカリキユラム研究j 第11号 日本カリキュラム学会 pp.71叩84.
7. 2004年3J~ 会本哲男 アメリカにおけるカリキュラムマネジメント品告の研究 ~SL におけるカリキュラムリーダー
シッブ論を中心に~ 九州大学大学院待合課程段生論文条 1m梅論集Jpp.19叩35.
8. 2006i!o 倉本営努 米国のカリキュラムマネジメントの構造性に泌する研究 ~サーピス・ラーニングにおける学校改
蕃論の視点から~ Iアメリカ教育学会研究紀姿J第18号 アメリカ教育学会 (参考・議資iこt)
@1也論文(査読なし)
9. 2006"手9丹 念本哲男 アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論の存立法 一先行研究総括の佼5立付けからー 佐
賀大学文化教脊学吉1研究紀姿 長1';11条第 1安子 pp. 155-185. 
10. 2006/January Tetsuo Kuramoto & Christine Kuramoto， Service-Learning in Japan Environmental recovery from Minamata dis巴ase
佐賀大学文化教育学部研究紀要 第10条第2号 pp.211時221.
11. 2005年10丹 念本営努 アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(I ) 佐賀大学文化教育学部研究紀姿 第10袋詰Z
l号 pp.193-217.
12. 20例年4月 念本哲男 サービスラーニングにおけるカリキユラムの構成姿素デベロプメント (Development) とマネジ
メント (Management)の側面から 九州大学・教育経営学研究紀姿第7号 pp.79-87.
13. 2003if 1丹 念本哲男 カリキュラムマネジメント評組li(Curriclllum Managem巴ntAudit)の研究 トータルクオリテイ
マネジメント (TQM) との関係性に者自して 教育経営学研究紀姿 第6号 pp.57-65.
14. 2002年6月 倉本哲労 総合的学習の課題形成論に関する一考察 ~CS 研レポート No 1の総括として~ 九州教育経
営学会研究集録第8号 pp.9-19.
15. 2002年4月 中留武昭・倉本哲男 学校と地域を結ぶカリキュラム|活発の試行 一米国のサーピスラーニングに焦点を
あてて 九州大学大学院人間環#i学研究段大学院教育学研究紀要 第47号 pp.上35.
16. 2∞1:ff.6月 念本営男 サービスラーニングの学溜過程に践する一考察 一日米の実践比較検討からの理論的不絞
九州教育経常学会研究集録 第7号 pp.47-54.
17. 1999年6丹 念本務努 「子どもの視野jからの総合学習実践研究 一社会科の初志を貫く会での検討を中心に 九州
教育経営学会研究集録第5号 pp.79-87.
18. 1998年7丹 念本哲男 米関のコミュニティーサービスラーニングに関する一考雲寺 ~その目標論と方法論の…断
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(I1I) 
をJ:t心に
涜~ 九州教育学会研究紀婆第26巻 pp.69-76.
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19. 1998年6月 念本哲男 地域(水俣市)における切実な潔:t$l教育の実践研究 一「総合学習jの理論的発渓の恭礎とし
て一 九州教背経営学会研究集録第4号 pp.45-56.
20. 1996年6丹 念本哲男 問題解決学習の理論と災践に関する一考祭 一「感性Jからの価値観形成論を中心lこ一 九州
教育学会研究紀姿第24巻 pp.157-164.
21. 1995年 6Ji 倉本哲男 問題解決学習の淫論と実践に関する一考察 一「切実jになれる問題形成の視点から一 九州
教育学会研究紀要第23巻 pp.29-36.
22. 1994年6月 倉本哲男 ボストンにおける学校選択論の皮肉 一「ベアリングjによるカリキユラム開発の経緯とその
結来を中心に一 九州教育学会研究紀姿第22巻 pp.155-162. 
本研究の第4翠の笑註データとなったアンケート 1・2を資料としてあげておく。
(アンケートの一部l土佐賀大学文化教育学部研究紀姿10-れこも掲殺した。)
資料)Service-Learning Questionnaire. 1 
You are 
①'A principaI 
②Subject teacher/Class room teacher 
@Th恥1犯巴c叩u附Ir出f討lCω口凶凶山lt泊u叩Imc∞O∞Oαr，凶.
④T百h児ecωlロuri汀昨r汀 c叩u凶山Iu凶lmc∞O∞Oωrd必ina胤拭翻tω加Oαr巾.for the schooI district. 
⑤Other ( 
Please include the foIlowing. (Your schooI and district name wiIl not be used without your permission). 
Stat巴
SchooI 
SchooI District 
重量Whois in charge of the Service Learning at your school? 
Please choose a numb巴r(include alI that apply). 
①'A princip註l
②Sむ匂ectteacher/Class room teach巴f
@The curriculum coordinator for the schooI district 
@The curriculum coordinator foバleschooI 
⑤Other ( 
響SchoolImprovement 
How effective is service Iearning to improving (revitaIizing) your school? 
4. Very effective 
3. Effective 
2. SIightly effective 
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1. Ineffective 
Ifyou chose number 1 or 2 above， what ef.巴ctsdo you see? Please choose up to 3 of the 9 choices. 
1. Students gain confidence. 
2. Positive learning attitudes occur in both the staff and students. 
3. Service learning forms ties between the school and the community. 
4. T.巴achinghas improved. 
5. Instruction has become more hands-on. 
6. Teachers have begun to collaborate with each oth巴r.
7. Parents and community members have b巴comeinvolved in the school s巴rvice-Iearning.
8. Through the use of PDS (plan， do， see) in service-Iearning， curriculum has improved. 
9. Oth巴r( 
。Cyou chose numbel' 3 01' 4， why? Please choose up to 3 of the 10. 
1. Because teachers f.巴lttoo busy doing the new service-Ieaming activities. 
2. Because we cannot depend on students hands叫onactiviti巴stoo much. 
3. Because we don't have the human resources， material resources， 01'budget to follow a servic巴崎learningcurricu-
lum. 
4. Because under our Stat.巴'sr巴quiredcourse of study， itis not easy to fit subj巴ctcurriculum requirements into a 
service同learningcurriculum. 
5. Because service-Iearning doesn't fit into our school schedule. 
6. Becaus巴itis difficult to integrate different subject areas into a servic巴-learぉingcurriculum plan. 
8. Because we do not have good professional training opportunities provided by school or school district for 
S巴rvice伺learningprojects. 
10. Other. ( 
重量Fromand administr就 ivepoint of view 
(Including school principal and curriculum coordinator) 
Choose three of the following that you feel are the most important aspects of a service-Iearning project from an aι 
ministrative point of view. 
1. Making clear educational goals for my school through collaboration with community members & parents in 
service回leaming.
2. Using service-leaming goals to improve other school goals and make other school aims clear. 
3. Making common goals for teachers of different subjects. 
4. Revitalization of the school staff through training focused on finding out stud巴nts'interests. 
5. Organization of practical issues such as scheduling. 
(i.e. doing service-Ieaming al day one day， or blocking it into the regular schedule for daily service句leaming
tim巴)
6. Organization of instruction“Team teaching". 
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を中心に一
7. Development of teaching materials. 
8. Opportunities for professional training to support service-Ieaming practic巴.
9. The establishment of community resources. 
重量SchoolEnvironrnent of Schools doing service悶le訂ning
Please choose a number (4. strongly agfi巴巴 3. agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
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1) There are opportunities to talk with other subject /classroom teachers about school is田 sand exchange ideas 
and r巴sourcessince the start of th巴service同learning.
(4. strongly agree 3. agr巴e 2. disagree 1. strongly disagree) 
2) There are positive changes moving away from a conservative tradition since the start of the s巴rvice-Iearning.
(4. strongly ag陀己 3.時間e 2. disagree 1. strongly disagree) 
3) There is support of staff development such as teaching demonstrations since the start of the service蜘learning.(i.e. 
workshop， conferences， and lesson study， etc.) 
(4. strongly ag陀e 3. agree 2. disagree 1. strongly disagr巴巴)
4) There is an atmosph巴rethat we are going to deal with low-achievement students since the start of the service-
learning. 
(4. strongly agree 3. ag陀巴 2. disagree l. strongly disagree) 
5) There has b巴enimprovement of lesson methods since the sta災ofservice-Iearning. 
(4. strongly agr巴e 3. agr巴巴 2. disagree l. s汀onglydisagree) 
6引)T百her，‘eis i叫m均羽叩p戸仰ro削O仰V巴吋dt低巴aωcl加1潟拙巴αrmotivation since t批he邑s御ぬ制抗 Oぱftl批1潟巴s悶巴匂釘ervi川‘V札吋悶c白eか吋内寸占le巴a釦m悶rηrni凶1註n碍g.
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree l. sなonglydisagree) 
7) There is move evaluation of each student taking place since the start of the service-Ieaming. 
(4. strongly agr巴e 3. agree 2. disagree l. strongly disagr巴巴)
8) We are more careful about the s巴lectionof teaching materials si紅白thestart of the service-Iearning. 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagre巴)
9) We ar芯makingbetter use of each teacher's individual talents since the start of the service-Iear羽ing.
(4. strongly agree 3. agr巴巴 2. disagree l. strongly disagree) 
10) We have more helpful r巴lationshipswith parents and community members since th巴startof the service-Iearning. 
(4. strongly agree 3.時間e 2. disagree 1. strongly disagree) 
重量Cornrnunitycollaboration 
1) Your school s巴rvice悶learningstaff shares their knowledg巴ofcommunity resources. 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree l. strongly disagree) 
2) Community members understand that stud巴nt'slearning skils are being applied to help solve cornrnunity prob-
lems. 
(4. strongly agfi出 3.agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
3) Your school service-Ieaming project has the teacher， community partner，註ndstudents cooperatively develop an 
agreement concerning students' roles and tasks. 
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(4. strongly agree 3. agree 2. disagr巴巴 1. strongly disagree) 
4) Students expand their und巴rstandingof social/political issues through your school service-leaming 附巴ct.
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagr巴巴)
重量CurriculumCoordinator 
(Curriculum coordinator from building or district level assists in designing curriculum. The coordinator meets with 
teachers to exchange ideas on how to make a curriculum.) 
A) Do you have a curriculum coordinator at your school district office? 
①YES ②NO 
B) Do you have a curriculum coordinator at your school? 
①YES ②NO 
If you have a coordinator， what kind of role does the coordinator play? 
1) We hav巴staffmeetings lead by the curriculum coordinator to make s巴rvice時leamingp刈ects.
(4. Always 3.0ften. 2. Sometimes. 1. Never.) 
2) We hav巴P.T.Ameetings lead by the curriculum coordinator to make service-learning projects. 
(4. Always 3.0ften. 2. Sometimes. 1. Never.) 
3) We have scheduled meetings in the professional community to observe one anoth白、 practiceorganized by the 
curriculum coordinator. 
(4. Always 3.0ften. 2. Sometimes. 1. Never.) 
重量Ser何vice-learningSupport (Which is closes to your situation?) 
(1) Do you have enough money budgeted to support service伺leaming?
From what area(s) is most of the budget allocated? 
CDregular school budget 
②grants specifically designated for問 viceprograms 
③district budget 
④available from state 泌氏iatives
⑤oth巴r( 
(2) Do you have some kind of transportation policies for service悶learning?
①covered by class fees 
②utilizing district v巴hicles
@free passes on eity buses 
④other (none . 
(3) What kind of school schedule accommodates servi白血learning?
①class schedules 
②block scheduling 
アメリカのカリキュラムマネジメントのお耳究 (rn) 
一終主主を中心、に一
③flexible scheduling structured to eliminate barriers 
④other ( 
(4) Does your school hav巴arisk management plan which covers service-Iearning? 
①'We have a risk management plan and we have ori巴I山tionsessions for students. 
②School insurance policy covers service-Iearning participants. 
③School district in町 ancepolicy covers限 vice-l回凶時participants.
④other (none . 
重量Service-LearningProjects 
、W巾ha以tkind of s鈎巴rviたc巴b白lea創rnmgp戸ro付j巴ctおsdoes your school have? Please lis幻tb巴elow.
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(i.巴.caring for the homeless， caring for the elderly， Elder care， environmental protection， mentoring younger kids， 
gun control， etc.) 
Servi詑ce-嗣-剛よ.岨.
重量Youare 
①'A principal 
②Subject teacher/Class room teacher 
a芝Th 巴cu肝lT守i比c¥叫1辻出lum
じ任DThec¥聞 jねiた如cαu凶凶I!umc∞O∞Oωr江出.C
⑤Oαth恥1児町巴r( 
Please include the following. (Your school and district name will not be used without your p巴rmission).
State 
School 
School District 
重量Whois in charge of the Service-Learning at your school? 
Please choos巴anumber (include al that apply). 
①A principal 
②Subject teacher/Class room teacher 
@The curric¥如mcoordinator for the school district 
@The curriculum coordinator foぱ leschool 
⑤Other ( 
378 倉本哲男
審EducationalAims 
Pleas巴choos巴thethree that you feel are the most important outcomes of a service-leaming project. 
1. Student problem solving ability is improv巴d
2. Student cooperation is improved (better relationships beれlIeenclassmates). 
3. Stud巴ntsgain a sense of social responsibility. 
4. Students gain information technology ability. 
5. Students have improved writing and communication abilities. 
6. Students gain self esteem. 
7. Stud巴ntsgain the ability to apply knowledge and skils learned from each subject. 
8. Students become motivated to study and their attitudes improve. 
9. Students learn skils such as decision making / critical thinking / correct judgment / and how to express their own 
f己elings
10. Students apply their own lives to th巴broadercommunity. 
重量Service-LearningCurriculum Development 
Please choose a number (4. strongly agree 3. ag陀e 2. disagree 1. strongly disagree) 
1. Does your school s巴rvice-learninggo beyond th巴boundaries(int巴rdisciplinary)of pre同estab!ishedcurricular ob-
jectivesつ
(4. sなonglyagree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagre巴)
2. Does your school service“learτlIng project connect student activities to a State Standard (fulfillment of a state or 
local standard). 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagr巴巴 1. strongly disagree) 
3. Do you have some district missions/ school goals such as for citizenship and character development as service目
learning goalsワ
(4. s校onglyagre巴 3.agree 2. disagree 1. s釘onglydisagree) 
4. Does your school service-learning provide application of conc巴pts，content， and skils from the acad巴micdisci-
plines and involve students in their own learning? 
(4. strongly agre巴 3. agree 2. disagr，巴 1. strongly disagree) 
5. Does your school service-learning have high expectations for student achi巴vement?
(4. strongly ag陀e 3. agr巴巴 2. disagr巴巴 1. strongly disagree) 
6. Does your school service時learningteach higher level thinking skils to produce new meaning， understanding and 
solutions? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly dis暗記e)
撃CommunityNeeds 
1. Does your school service伺learningprogram have service tasks that clear goals， m巴巴tinggenuine needs in the 
school or community? 
アメリカのカリキュラムマネジメントの石耳究 (li)
一終案を中心に一
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. s住onglydisagree) 
2. Does your school service-learning have deep and urgent importance to the communityワ
(i.e. rebuilding after a natural disaster or work:ing to solve community concern). 
(4. strongly agr巴e 3. agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
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3. Do students expand their understanding via socialJ political issues through your school service崎learningproject? 
(i.e. poverty. aging， pollution， discrimination， homelessness， etc) 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. s汀onglydisagree) 
議CmτiculumEvaluation 
1. Does your school service-learning program have systematic evaluation through formative methods? 
(i.e. questionnaires， interviews， discussions or papers.) 
(4. strongly agre巴 3.agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
2. Does your school service同learningcurriculum assess whether students have met content and skils standards? 
(State standards， District standard， School standard) 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
3. Does your school service-learning include student's reflection on connections between the service project and 
curricular objectives? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
議StudentVoice 
Are th巴student'svoices heard in selecting， designing， implementing， and evaluating the service project? 
①students act within a project directed by the teacher. 
②山dentsgive input for de時 nand implemer山tionofthe p町 ect.
③students make choices from options the teacher・hasselected. 
④students design th巴projectwhich is implemented with advice and assぉtancefrom the teacher. 
警Teacher'sRole 
What is the teacher's role in your service-learning program? 
CDTeacher directs al aspects. 
@Teacher acts as mentoにcoach，motivator and facilitator. 
@Teacher inspires， respects and encourages e釘'ortsthat ar巴student-directedin some aspects. 
④Teacher tries to increases opportunities for student decisionィnaking
警Reflection
(1) When do you use reflection? 
a. reflection at the conclusion of a service巴vent.
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b. reflection occurs regularly before， during and after service. 
c. other ( 
(2) What kind of methods are used in reflecting upoぉtheschool service-leaming project? 
a. students keep a joumal. 
b. final student project. 
C. have an exit interview with the teach巴r.
d. use of multiple methods. (Ex， visual， oral， written， artistic) 
e. students create their own structures， tools and guidelines for reflection. 
f. other ( 
(3) Do students reflect individually? 
a. students reflect only individually. 
b. students reflect with each other as well as individually. 
C. 巴veryoneis involved in reflection. 
(Ex， students， teachers， adult volunteers， community members) 
d. other ( 
重量Formulasof Learning 
What formulas of learning does your school service-leaming have? 
①same age students groups helping others. 
②one group helping another group (i.e. older students helping younger students.) 
③w泌 varietyof commu出yparticipants and groups working together. 
④other ( 
重量Service-LearningProjects 
What kind of service-learning projects does your school have? 
Please list below. 
(i.e. homeless care， caring for the lderly， environmental protection， mentoring of younger kids， gun control， etc.) 
